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2026年4月1日～2026年4月30日

11:00 12:25
14:00 15:25
17:20 18:50
20:05 21:30

8:50 10:10
7:20 8:45

11:50 13:10
15:10 16:30
18:00 19:20
20:00 21:20

9:00 10:20
6:55 8:10
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2 0 2 6 .  4 月〈  N o . 6 6 6  〉

　
境
港
に
は
近
年
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
な
ど
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
数
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
水
産
業
に
観
光
の
側
面
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
考
え
方

も
現
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
、
漁
港
見
学
ツ
ア
ー
を

始
め
と
し
た
境
港
の
水
産
観
光
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

親
し
ま
れ
る
漁
港
・
市
場
へ

親
し
ま
れ
る
漁
港
・
市
場
へ

親
し
ま
れ
る
漁
港
・
市
場
へ

親
し
ま
れ
る
漁
港
・
市
場
へ

見
学
ツ
ア
ー
と
お
さ
か
な
パ
ー
ク

見
学
ツ
ア
ー
と
お
さ
か
な
パ
ー
ク

境港水産
観光の今

広
が
り

見
せ
る

漁
港
見
学
ツ
ア
ー

　(

一
社)

境
港
水
産
振
興

協
会(

昭
和
町
、
江
尻
敏
美

会
長)

は
、
漁
港
見
学
ツ
ア

ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
ツ
ア
ー
の
開
始
時
間
は

▽
午
前
６
時
30
分
か
ら
▽
午

前
９
時
か
ら
▽
午
前
10
時
か

ら
―
の
１
日
３
回
で
、
所
要

時
間
は
約
50
分
間
で
す
。

　
お
魚
ガ
イ
ド
が
同
行
し
、

卸
売
市
場
や
漁
港
を
見
学
。

ガ
イ
ド
は
景か

げ

愛
子
さ
ん
と
松

本
美
穂
子
さ
ん
の
２
人
で
す
。

日
本
語
の
で
き
な
い
外
国
人

に
は
、
地
元
の
通
訳
が
同
行

し
、
英
語
で
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

　
午
前
６
時
30
分
開
始
の
ツ

ア
ー
は
、
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

の
入
札
風
景
を
見
る
こ
と
も

で
き
ま
す(

土
曜
日
、
７
・

８
月
は
休
止)

。

　
午
前
９
時
開
始
と
10
時
開

始
の
ツ
ア
ー
は
、
タ
イ
ミ
ン

グ
が
合
え
ば
ア
ジ
、
サ
バ
、

イ
ワ
シ
な
ど
の
水
揚
げ
風
景

を
見
ら
れ
ま
す
。

　
取
材
し
た
３
月
18
日
に
は
、

岐
阜
か
ら
来
た
ご
家
族
が
マ

イ
ワ
シ
の
水
揚
げ
を
興
味
深

く
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
同
ツ
ア
ー
の
実

績
は
１
２
７
回
、
１
５
８
組
、

１
４
３
８
人
で
し
た(

３
月

18
日
現
在)

。
鳥
取
県
内
の

参
加
者
が
多
く
、
保
育
園
の

園
児
の
見
学
会
や
外
国
人

(

香
港
、
米
国
、
台
湾
な
ど)

の
参
加
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
松
本
さ
ん
は
「
も
っ
と
地

元
の
人
に
参
加
し
て
欲
し
い

で
す
。
日
本
有
数
の
漁
港
を

ぜ
ひ
、見
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
会(

☎

44
―
６
６
６
８)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
さ
か
な
パ
ー
ク

　
漁
港
見
学
ツ
ア
ー
の
コ
ー

ス
に
も
入
っ
て
い
る
卸
売
市

場
内
の「
お
さ
か
な
パ
ー
ク
」

に
は
、
一
般
の
人
も
自
由
に

出
入
り
で
き
る
場
所
が
あ
り

　
み
な
と
オ
ア
シ
ス
境
港
大

漁
祭
実
行
委
員
会(

佐
名
木

知
信
委
員
長)

は
、
地
元
の

水
産
加
工
品
や
特
産
品
を
中

心
と
し
た
食
の
祭
典
「
第
10

回
み
な
と
オ
ア
シ
ス
境
港
大

漁
祭
＆
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
コ

ン
テ
ス
ト
境
港

大
会
」
を
４
月

18
日
と
19
日
の

両
日
に
開
催
し

ま
す
。

　
佐
名
木
委
員

長
は
「
境
港
の

水
産
加
工
品
や

地
元
産
品
の
魅

力
を
、
中
海
・

宍
道
湖
・
大
山

圏
域
の
皆
さ
ん

や
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
観

光
客
な
ど
、
県
内
外
多
く
の

人
々
に
周
知
を
図
り
、〝
み

な
と
〟
を
核
に
し
た
持
続
可

能
な
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

ま
す
。

　
目
を
引
く
の
は
、
美
保
湾

に
す
む
魚
や
日
本
海
の
深
海

に
す
む
カ
ニ
の
飼
育
を
展
示

し
て
い
る
展
示
ホ
ー
ル
で
す
。

ま
た
、
国
内
最
大
級
の
回
廊

通
路
が
あ
り
、
南
側
の
通
路

は
ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま

す
。
早
朝
な
ら
セ
リ
風
景
を

見
ら
れ
る
か
も
。

　
ま
ぐ
ろ
デ
ッ
キ
も
あ
り
、

マ
グ
ロ
の
は
く
製
や
マ
グ
ロ

に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
５
・
６
月
頃
の
水

揚
げ
時
に
は
、
午
前
中
で
あ

れ
ば
入
札
の
様
子
を
間
近
で

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
４
月
18
日
㈯
・
19
日

㈰ 

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

午
後
４
時

会
場
　
境
港
お
さ
か
な
ロ
ー

ド
境
水
道
沿
い
海
岸
通
り
・

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
三
光
丸

境
港
前(

境
港
市
相
生
町
付

近)内
容
　
両
日
と
も
地
元
か
ら

参
加
者
を
募
る
「
大
漁
の
ど

自
慢
大
会
」
を
中
心
に
、
伝

統
芸
能
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
。
地
元
の
水

産
加
工
品
や
特
産
品
を
中
心

と
し
た
食
の
祭
典
「
Ｓ
ｅ
ａ

級
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
境
港

大
会
」
も
同
時
開
催
。
ま
た
、

好
評
の
「
鮮
魚
つ
め
放
題
」

や
国
交
省
の
港
湾
業
務
艇

｢

は
く
し
ゅ
う｣

の
港
内
見

学
会
を
予
定

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

喫
茶
ク
ロ
内
・

☎
44
―
２
０
８
６)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
５
弾 

さ
か
い
み
な
と
応
援
券

買
物
や
食
事
を
市
内
店
舗
で

境 港 市

　
境
港
市
は
、
市
内
取
扱
店

舗(

飲
食
店
も
含
む)

で
買

物
や
食
事
な
ど
に
幅
広
く
利

用
で
き
る
「
第
５
弾 

地
元

で
買
お
う
！
食
べ
よ
う
！
さ

か
い
み
な
と
応
援
券
」
を
こ

と
し
４
月
中
旬
に
か
け
て
各

世
帯
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
同
応
援
券
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

応
援
券
の
送
付
対
象
者
　
２

０
２
６
年
２
月
10
日
現
在
で

境
港
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

人

送
付
冊
数
　
送
付
対
象
者
１

人
に
つ
き
１
冊(

世
帯
員
分

を
ま
と
め
て
、
世
帯
主
宛
に

ゆ
う
パ
ッ
ク
で
送
付)

金
額
　
１
万
円
分(

５
０
０

円
券
×
20
枚
綴
り)

利
用
期
限
　
２
０
２
６
年
８

月
31
日
㈪

取
扱
店
舗
　
引
き
続
き
、
第

５
弾
さ
か
い
み
な
と
応
援
券

の
取
扱
店
舗
を
募
集
中

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
水
産

商
工
課
商
工
振
興
係(

☎
47

―
１
０
５
６)

ま
で
。

海岸通りのにぎわい創出へ

Sea級グルメコンテストも

境港大漁祭み な と
オアシス

　
調
理
実
習
室
や
お
さ
か
な

学
習
室(

有
料)

を
利
用
す
れ

ば
魚
介
類
を
調
理
し
、
食
事

を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

昨
年
の
調
理
実
習
室
の
利
用

実
績
は
80
回
程
度
。
利
用
人

数
は
約
１
２
０
０
人
で
し
た
。

　
同
市
場
を
管
理
す
る
鳥
取

県
境
港
水
産
事
務
所(

昭
和

町)

の
山
本
健け

ん

也や

所
長
は
「
親

し
ま
れ
る
漁
港
・
市
場
に
し

よ
う
と
皆
で
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
公
園
の
よ
う

に
気
軽
に
ふ
ら
っ
と
来
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
事
務
所

(

☎
42
―
３
１
６
７)

ま
で
。

おさかなパークでツアー参加者に
解説する松本美穂子さん（右）

境
水
道
周
辺
で
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
皆
さ
ん
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ち
ょ
っ
と拝 見

海産物のきむらや

伊
平
屋
村
と
の
教
育
交
流
事
業
で

フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
大
賞
を
受
賞

　
㈱
海
産
物
の
き
む
ら
や(

渡
町
、
木
村
美み

樹き

雄お

社
長)

は
、

(

公
社)

日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会(

東
京
都
千
代
田
区)

の
「
第
23
回
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
大
賞
」
を
受
賞
。
今

回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
同
社
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

大
賞
は
、
同
協
会
が
２
０
０

３(

平
成
15)

年
に
創
設
し
ま

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
㈲
中
田
石
材
工

作
所(

元
町)

の
中
田
耕こ

う

治じ

社
長
に
伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 43

皆さんの気持ちに寄り添って
 中田石材工作所

頃

　
当
社
は
、
１
９
１
１(

明

治
44)

年
に
私
の
曾
祖
父
・

民た
み

蔵ぞ
う

が
滋
賀
県
膳ぜ

所ぜ

に
石
材

店
を
開
業
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
後
に
鳥
取
市
行
徳
へ

移
り
、
石
屋
と
建
設
業
を
兼

ね
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
境
港
の
知
人
か

ら
「
境
港
に
は
御
影
石
の
専

門
店
が
無
い
の
で
、
こ
こ
に

来
て
や
っ
て
み
な
い
か
」
と

勧
め
ら
れ
、
１
９
２
９(

昭

和
４)

年
に
祖
父
・
将ま

さ

雄お

が

境
港
市
中
町
に
工
場
を
構
え

た
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
時
期
は
世
界
的
な
不

況
で
「
墓
石
の
注
文
は
な
く

家
を
出
る
と
、
夜
遅
く
ま
で

仕
事(

注
文)

を
探
す
こ
と
に

苦
慮
し
な
が
ら
営
業
を
行
っ

て
い
た
」
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
数
年
間
も
墓
を
建

て
よ
う
と
い
う
人
は
無
く
、

石
屋
と
し
て
は
休
業
状
態
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
業
務
を
再

開
し
た
の
は
１
９
４
９(

昭

和
24)

年
で
し
た
。

　「
墓
を
建
て
た
い
が
、
お

宅
に
注
文
し
よ
う
と
思
う
」

と
の
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、

石
材
業
を
再
開
。
そ
れ
か
ら

の
積
極
的
な
姿
勢
が
現
在
の

基
礎
を
築
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、
業
界
の
中
で
は

最
も
早
い
時
期
に
機
械
化
を

図
り
、
１
９
５
５(

昭
和
30)

年
に
自
動
研
磨
機
を
、
続
い

て
石
を
切
る
切
削
機
を
導
入

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
石
の
仕
入
れ
量

は
鳥
取
県
西
部
の
業
者
で
は

最
も
多
く
、
特
に
岡
山
県
内

の
真ま

賀が

石(

青
石)

の
産
地

と
は
専
属
契
約
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
世
界
各
国
か
ら
の

輸
入
材
も
積
極
的
に
扱
い
、

デ
ザ
イ
ン
面
で
も
基
本
を
守

り
つ
つ
、
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　
祖
父
は
「
墓
石
は
、
時
代

に
よ
っ
て
変
化
が
あ
っ
て
当

然
。
墓
土
地
の
事
情
も
変
わ

り
、
材
質
の
生
か
し
方
に
も

移
り
変
わ
り
が
あ
る
。
い
か

に
時
代
に
合
っ
た
墓
石
を
作

し
た
。
企
業
が
自
社
の
人
材

・
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の

経
営
資
源
を
い
か
し
て
社
会

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
活

動
を
顕
彰
す
る
全
国
的
な
賞

で
す
。

　
昨
年
度
は
、
大
企
業
を
含

む
５
社
が
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ

ロ
ピ
ー
賞
に
選
ば
れ
、
こ
の

う
ち
、
同
社
が
大
賞
を
受
賞
。

受
賞
理
由
は
、
同
社
の
約
30

年
に
わ
た
る
「
境
港
市
伊
平

屋
村
教
育
交
流
事
業
」
が
高

く
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　
同
社
は
創
業
当
時
、
山
陰

地
域
の
天
然
も
ず
く
を
仕
入

れ
て
加
工
・
販
売
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
会
社
の
規

模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、

原
材
料
が
不
足
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
あ
る
日
、
木
村
隆
之
社
長

(

現
・
会
長)

は
、
取
引
先
で

沖
縄
県
伊
平
屋
村
の
伊
平
屋

島
が
も
ず
く
の
養
殖
を
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
同
村
に

行
っ
て
取
引
を
依
頼
。
快
く

応
じ
て
も
ら
い
、
以
降
43
年

に
渡
る
取
引
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
同
社
は
そ
の
恩
返
し
が
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
１
９

９
６
年
に
境
港
の
子
ど
も
が

夏
に
伊
平
屋
村
に
行
き
、
伊

平
屋
村
の
子
ど
も
が
冬
に
境

港
に
来
る
と
い
う
相
互
の
交

流
事
業
を
開
始
。
文
化
交
流
、

平
和
学
習
、
郷
土
理
解
の
促

進
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ー
ト
当
初
は
、
社
会

貢
献
活
動
へ
の
理
解
が
な
か

な
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
徐
々
に
広
が
り
が
で
き
、

両
地
域
の
教
育
委
員
会
の
協

力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
交
流
事
業
に
参
加

し
た
子
ど
も
達
は
延
べ
９
０

０
人
を
超
え
、
事
業
に
関
わ

っ
た
人
は
約
２
０
０
０
人
に

の
ぼ
り
ま
す
。

　「
こ
の
事
業
は
当
社
の
経

営
理
念
の
一
つ
で
あ
る
『
地

域
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
応
援
す
る
』
を
体
現
し

て
い
ま
す
。
次
の
50
年
ま
で

続
け
て
い
け
る
よ
う
に
会
社

を
し
っ
か
り
成
長
さ
せ
て
い

き
た
い
」
と
話
す
木
村
社
長
。

　
併
せ
て
「
交
流
事
業
の
歴

史
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展
を
行

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
に

参
加
し
た
人
た
ち
の
コ
メ
ン

ト
及
び
写
真
を
募
集
し
て
い

ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
大
賞

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
同
社

(

☎
45
―
６
５
５
５)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　(

一
社)

境
港
青
年
会
議

所(

上
道
町
、
庄
司
慎し

ん

平ぺ
い

理

事
長)

は
４
月
11
日
に
「
Ａ

Ｉ
×
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
境
港
市
で
は
、
人
口
減
少

や
人
手
不
足
と
い
っ
た
構
造

的
課
題
が
進
行
し
て
お
り
、

市
内
事
業
者
の
生
産
性
向
上

と
稼
ぐ
力
の
維
持
・
拡
大
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
方
の
中
小
企

業
で
は
、
日
々
の
業
務
に
追

わ
れ
て
い
る
こ
と
や
旗
振
り

役
の
不
在
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
な

ど
の
先
進
技
術
導
入
が
進
ん

で
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
同
青
年
会
議
所

が
率
先
し
て
旗
振
り
役
と
な

り
、
経
営
者
層
に
デ
ジ
タ
ル

る
の
か
が
大
切
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
今
の

石
材
業
界
が
進
め
る
方
向
性

そ
の
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
１
９
６
６(

昭
和
41)

年
に

法
人
化
し
、
社
名
を
有
限
会

社
中
田
石
材
工
作
所
と
改
め
、

１
９
９
４(

平
成
６)

年
に

父
・
繁し

げ
る

の
後
を
受
け
て
、

私
が
代
表
取
締
役
に
就
任

し
ま
し
た
。

　
葬
送
の
在
り
方
が
多
様

化
し
、
祀ま

つ

り
方
の
選
択
肢

が
多
く
な
り
「
人
と
人
の

関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
墓

じ
ま
い
」
と
い
う
造
語
ま

で
一
般
化
し
た
今
、
人
が

人
を
想お

も

う
気
持
ち
を
形
に

し
た
も
の
が
墓
で
、
こ
れ

は
不
変
な
も
の
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り

添
え
る
よ
う
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。
　
　
　
　（
談
）

中
田
家
の
墓
石
を
造
っ
た

先
々
代
の
中
田
将
雄
氏

化
を
生
き
残
る
た
め
の
生
存

戦
略
と
し
て
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
の
意
識
改
革
を
促
す

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
も
の

で
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
４
月
11
日
㈯
　
午
後

３
時
～
５
時(

受
付
開
始
時

間
＝
午
後
２
時
30
分)

会
場
　
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
・
み
な
と
テ
ラ
ス 

大

会
議
室(

境
港
市
上
道
町)

対
象
　
境
港
市
内
及
び
近
隣

事
業
所
の
経
営
者
、
後
継
者
、

賞状を手にする木村隆之会長（中央）と
美樹雄社長（右）、多賀子専務取締役

幹
部
社
員
な
ど

定
員
　
１
０
０
人

参
加
費
　
２
０
０
０
円

事
業
内
容

基
調
講
演
①
　
▽
テ
ー
マ
＝

Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
を
な
ぜ
今
や
る

べ
き
か
▽
講
師
＝
伊
藤
健
太

氏(

㈱
ウ
ェ
イ
ビ
ー
・
代
表

取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ)

基
調
講
演
②
　
▽
テ
ー
マ
＝

Ａ
Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
を
ど
う
使
え
ば

い
い
か
▽
講
師
＝
則
本
温あ

つ

史し

氏(

㈱
ウ
ェ
イ
ビ
ー
・
Ｉ
Ｔ

／
Ａ
Ｉ
戦
略
事
業
部
長)

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
テ
ー
マ
＝
多
角
的
な
視
点

か
ら
実
務
へ
の
気
づ
き
を
得

る　
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
次
の
２
次
元
コ
ー
ド

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
問

い
合
わ
せ
は
、

同
青
年
会
議

所(

☎
42
―
２

７
０
０)

へ
。

４月11日開催

ＡＩ×ＤＸセミナー
境港青年会議所

　境港商工会議所は、市内
事業所に無料で専門家を
派遣しています。　
　詳しくは、境港商工会議
所相談課へ。（☎ 4 4－１１
１１)

専門家を派遣

2
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男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
㈲
環
建(

中
野
町
、
渡
邉
昇
社
長)

に
登

場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
ま
ち
の
環
境
衛

生
に
関
わ
る
業
務
を
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
▽
家
庭

ご
み
の
回
収
▽
家
の
片
付
け

▽
事
業
所
ご
み
の
回
収
▽
境

港
市
内
の
公
園
や
道
路
の
草支

援
メ
ニ
ュ
ー
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

海
外
商
談・展
示
会
に
助
成
し
ま
す

　
あ
る
自
動
車
用
品
メ
ー

カ
ー
は
、
特
定
の
外
国
車

向
け
に
開
発
し
た
自
社
製

品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
台

湾
や
ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ

れ
た
同
車
種
の
フ
ァ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
。
現

地
で
愛
好
家
に
直
接
製
品

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

　

と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー(

竹
内
団
地)

は
、

県
内
企
業
の
海
外
展
開
を
後
押
し
す
る
「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
補
助
金
」
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
海
外
で
の
商

談
活
動
や
展
示
会
出
展
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
の
招
聘
な
ど
に

要
す
る
経
費
を
助
成
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
企

業
の
皆
様
が
活
用
し
て
い
ま
す
。現

地
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
自
動

車
用
品
販
売
店
と
商
談
を
行

い
、
具
体
的
な
取
引
に
つ
な

が
る
関
係
構
築
を
進
め
ま
し

た
。

　
ま
た
、
鳥
取
県
特
産
の
和

紙
や
、
和
紙
を
活
用
し
た
フ

ァ
ン
シ
ー
グ
ッ
ズ
を
中
国
で

開
か
れ
た
展
示
会
に
出
展
し

た
紙
製
品
卸
会
社
も
あ
り
ま

す
。
書
道
文
化
と
の
親
和
性

が
高
い
市
場
で
来
場
者
と
直

接
対
話
を
す
る
こ
と
で
、
日

本
製
品
へ
の
信
頼
や
高
品
質

な
和
紙
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
需
要
が
確
実
に
中
国
国
内

に
存
在
す
る
こ
と
を
実
感
し

た
と
い
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
内
の
工
芸
品

販
売
店
は
米
国
で
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
す
る
バ
イ

ヤ
ー
を
招
聘
し
、
県
内
の
陶

器
や
織
物
、
食
品
な
ど
の
工

房
を
案
内
し
ま
し
た
。
制
作

者
が
製
作
意
図
や
背
景
を
直

接
伝
え
る
一
方
、
現
地
市
場

に
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
改
善
の

助
言
を
受
け
る
な
ど
、
双
方

向
の
交
流
が
生
ま
れ
、
成
約

へ
と
発
展
し
た
事
例
も
あ
り

ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
当
セ
ン
タ
ー

は
、
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
渡
航

が
多
い
実
情
を
踏
ま
え
、
補

助
金
上
限
額
を
75
万
円
か
ら

50
万
円
へ
見
直
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
展
示
会
出

展
小
間
料
の
負
担
が
50
万
円

以
上
と
な
る
場
合
に
は
、
補

助
金
限
度
額
を
１
０
０
万
円

と
す
る
な
ど
、
よ
り
実
態
に

即
し
た
制
度
内
容
へ
と
改
正

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
書
も
重
複
項

目
を
整
理
し
、「
会
社
概
要
」

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」「
事
業
計
画
」

「
目
標
」
を
中
心
と
し
た
簡

・
樹
木
の
管
理
▽
民
間
の
庭

の
草
刈
り
・
剪
定
・
木
の
伐

採
▽
川
や
側
溝
の
清
掃
▽
除

雪
―
な
ど
で
す
。

　
現
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
は

15
人
で
、
こ
の
う
ち
２
人
は

女
性
。
ほ
ぼ
全
て
の
仕
事
に

女
性
も
従
事
し
て
い
ま
す
。

頭
を
使
う
仕
事
な
の
で
、
男

女
関
係
な
く
常
に
考
え
て
行

動
す
る
人
に
向
い
て
い
る
と

の
こ
と
。

　
併
せ
て
、
女
性
が
仕
事
を

し
や
す
い
よ
う
に
使
用
す
る

機
械
や
車
両
な
ど
を
カ
ス
タ

ム
化
し
て
い
ま
す
。
こ
と
し

３
月
12
日
、
夢
み
な
と
緑
地

公
園
維
持
管
理
の
作
業
に
同

社
の
坂
部
眞あ

つ

　か加
さ
ん
が
乗
る

タ
イ
プ
の
草
刈
り
機
を
使
っ

て
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
年
次
有
給
休
暇
に

つ
い
て
は
、
管
理
職
が
日
程

の
調
整
を
し
な
が
ら
取
得
を

促
す
な
ど
、
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
従
業
員
が
取
得
。
ま

た
、
男
女
と
も
に
育
児
・
介

護
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
正

社
員
制
度
も
導
入
し
て
い
ま

す
。

　
渡
邉
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
、

人
の
力
で
行
っ
て
い
た
作
業

を
様
々
な
機
械
や
車
両
で
対

応
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
休
暇
の
取
り
方
も
含

め
て
、
女
性
も
働
き
や
す
い

乗
る
タ
イ
プ
の
草
刈
り
機
で
除
草
作
業
を
行
う
坂
部
眞
加
さ
ん

潔
な
様
式
へ
改
善
し
ま
し

た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
よ
り

使
い
や
す
く
な
っ
た
本
制

度
を
活
用
し
、
多
く
の
県

内
企
業
の
皆
様
が
海
外
展

開
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
海
外
展
開
を
ご
検
討
中

の
県
内
企
業
の
皆
様
は
ぜ

ひ
、
当
セ
ン
タ
ー(

☎
30

―
３
１
６
１)

ま
で
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
６
８
６
８)

ま
で
。

―
ど
の
よ
う
な
相
談
が
あ
り

ま
す
か
。

　「
親
か
ら
子
へ
の
事
業
の

引
き
継
ぎ(

親
族
内
承
継)

や
後
継
者
が
い
な
い
た
め
第

三
者
へ
事
業
を
引
き
継
ぐ
た

め
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
４
月
か
ら
こ
と
し
の
２
月

ま
で
に
県
内
で
２
７
１
件
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
」

―
親
族
内
承
継
へ
の
対
応
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
相
続
税
、
贈
与
税
な
ど

を
考
慮
し
た
事
業
承
継
計
画

の
作
成
を
専
門
家
派
遣
で
行

い
、
実
施
項
目
を
見
え
る
化

す
る
こ
と
で
円
滑
な
事
業
承

継
支
援
を
行
い
ま
す
」

―
第
三
者
承
継
へ
の
対
応
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　「
希
望
さ
れ
る
相
手
先
企

業
を
当
セ
ン
タ
ー
登
録
企
業

や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し

ま
す
。
交
渉
段
階
で
企
業
価

値
評
価
、
契
約
書
作
成
な
ど

の
支
援
を
専
門
家
派
遣
で
対

応
し
ま
す
」

―
赤
字
だ
と
、
引
き
継
ぎ
先

が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
は
。

　「
事
業
内
容
や
許
認
可
、

従
業
員
の
保
有
資
格
な
ど
に

魅
力
を
感
じ
、
引
き
継
ぎ
先

が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
」

―
事
業
承
継
を
考
え
て
い
る

皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　「
引
き
継
ぐ
日
が
ま
だ
先

だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
ま
ず

は
早
め
に
相
談
を
。
秘
密
厳

守
、
相
談
料
無
料
で
応
じ
ま

す
」

　
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

西
部
窓
口(

☎
31
―
４
３
０

３)

ま
で
。

事
業
承
継
鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
西
部
窓
口

経
営
課
題
に
迫
る 

①

　

境
港
市
内
企
業
の
経
営
課
題
に
迫
り
ま
す
。
今
回
は
「
事

業
承
継
」
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
西
部
窓
口(

米
子
商
工
会
議
所
会
館
２
階
、
米
子
市

加
茂
町)

の
但
馬
清
美
・
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
伺
い
ま
し
た
。

詳しくはこちらへ
（同センターホームページ）

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

経
営
課
題
に
対
し
て
、
東
部

・
中
部
・
西
部
の
圏
域
ご
と

に
「
と
っ
と
り
企
業
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
成
し
て

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
県
と

商
工
団
体
、
金
融
機
関
、
信

用
保
証
協
会
や
産
業
支
援
機

関
な
ど
、
20
の
機
関
が
連
携

・
協
力
し
て
総
合
的
か
つ
集

中
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。

　
経
営
の
改
善
や
再
生
、
新

規
事
業
展
開
で
の
企
業
体
質

の
強
化
、
販
路
開
拓
、
起
業

・
創
業
、
事
業
承
継
な
ど
、

様
々
な
課
題
の
解
決
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

　
同
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
境

港
商
工
会
議
所
相
談
課(

☎

44
―
１
１
１
１)

へ
。

県内20の機関が連携
とっとり
企業支援

総合的かつ集中的に支援

ネットワーク
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山陰 ･境港水産物卸売市場直送
頑固一徹品質一筋 ･川口商店の

かに  卸売直販専
門

有限会社

川口商店 鳥取県境港市昭和町流通会館1Ｆ
TEL(0859)42‒2577 ･ FAX(0859)42‒2979
http://kani.ocnk.net/

境港
直送

市民の皆様を対象とした健康＆禁煙相談会を行っております｡
☆蓮池店 毎月一回（フレイル予防、認知症相談、子供薬剤師、アロマなど）

これからも市民の皆様のお役に立てるよう活動していきます。

その他季節に応じた相談アドバイスも行っております。
春…アレルギー　夏…熱中症　秋…乾燥　冬…インフルエンザなど
緊急避妊薬を取り扱っております（調剤・販売）
要指導医薬品及び一般用医薬品，衛生用品等を販売しています

境港市健康まつりにて骨密度測定、お薬相談会を行いました（R7.9.28)
境公民館祭りにて骨密度測定を行いました（R7.10.18）
外江公民館祭りにてお薬相談を行いました（R7.10.26）
余子公民館祭りにて骨密度測定を行いました（R7.10.26）
原子力防災訓練に参加いたしました（R7.11.9）

 ㈲増谷慶一郎薬局 蓮池店／境港市蓮池町102
TEL0859-47-0325
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•
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•
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ス
ト
ア
が
誕
生

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

クローズアップ
オ
ニ
ツ
カ
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　

オ
ニ
ツ
カ
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
㈱(

渡
町
、

緒
形
太た

か

志し

社
長)
は
、
創
業
者
・
鬼
塚
喜
八
郎
氏
の
生
誕
地

で
あ
る
鳥
取
県
に
設
立
さ
れ
た
、
オ
ニ
ツ
カ
タ
イ
ガ
ー
の
専

用
生
産
拠
点
で
す
。
同
社
に
は
オ
ニ
ツ
カ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ト

ア
が
併
設
さ
れ
、
自
社
製
品
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
同
ス
ト
ア
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
同
ス
ト
ア
は
、
併

設
の
工
場
で
生
産
さ

れ
る
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ 

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
」
を

20
種
類
前
後
、「
Ｔ

Ｈ
Ｅ 

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｋ
Ａ(

ビ
ジ
ネ
ス

仕
様
の
高
級
シ
ュ
ー

ズ)

」
を
４
種
類
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
実
際

に
触
っ
た
り
、
試
着

す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
ま
た
「
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｉ

Ｃ
Ｏ 

66 

Ｎ
Ｍ 

Ｌ
９
」
も

展
示
。
同
モ
デ
ル
は
、
オ
ニ

ツ
カ
タ
イ
ガ
ー
の
ア
イ
コ
ン

モ
デ
ル
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
山
下
智
久
氏
が
特
別
な
デ

ザ
イ
ン
を
施
し
た
一
足
で
す
。

同
店
と
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
の
み
で
購
入
で
き
、
近
日

発
売
予
定
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
オ
ニ
ツ
カ
タ

イ
ガ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
歴
代
モ

デ
ル
や
今
後
の
販
売
を
予
定

し
て
い
る
バ
ッ
グ
な
ど
も
展

示
。

　
世
界
で
一
つ
だ
け
の
シ
ュ

ー
ズ
を
作
る
カ
ス
タ
ム
オ
ー

ダ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
サ
ン
プ
ル
帳
を
見
な
が

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
素
材
、
色
、

刺
繍
な
ど
を
入
力
し
て
発
注

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
店
の

み
で
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
ま
た
、
ダ
イ
ア
ル
を
操
作

し
て
、
オ
ニ
ツ
カ
タ
イ
ガ
ー

の
歴
史
と
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ュ

ー
ズ
の
映
像
を
見
る
装
置
も

あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

が
体
感
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
鬼
塚
氏
の
ヒ
ス

ト
リ
ー
を
紹
介
す
る
映
像
や
、

工
場
内
の
シ
ュ
ー
ズ
制
作
過

程
を
詳
し
く
紹
介
す
る
ス
ク

リ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。

　
同
ス
ト
ア
に
は
オ
ー
プ
ン

以
来
、
１
日
平
均
70
人
程
度

の
来
客
が
あ
る
そ
う
で
す
。

境
港
に
で
き
た
新
た
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
注
目
が
集
ま
り

ま
す
。
同
ス
ト
ア
の
開
店
時

間
は
、
午
前
11
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
休
業
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
ス
ト
ア

(

☎
21
―
８
０
６
７)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

商品を紹介する渡邉冬樹社長

　

㈲
渡
辺
商
店(

渡
町
、

渡
邉
冬
樹
社
長)

は
昨
年

８
月
、
新
社
屋
に
移
転
し

ま
し
た
。
今
回
の
「
会
員

の
今
」
は
、
同
社
を
紹
介

し
ま
す
。

　
同
社
は
１
９
５
６
年
の
創

業
以
来
、
石
炭
や
薪
、
豆
炭

の
販
売
を
通
じ
て
、
地
域
の

暮
ら
し
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
創
業
当
時
は
自
動
車
が
普

及
し
て
お
ら
ず
、
船
や
バ
イ

ク
で
仕
入
れ
先
に
行
き
な
が

ら
、
厨
房
や
風
呂
、
暖
房
と

い
っ
た
日
常
に
欠
か
せ
な
い

部
分
を
支
え
て
き
た
と
の
こ

と
。
年
末
年
始
で
も
駆
け
つ

け
る
な
ど
、
創
業
者
の
人
柄

と
き
め
細
や
か
な
対
応
が
信

頼
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
時
代
の
変
化
と
と

も
に
事
業
領
域
が
広
が
り
、

現
在
で
は
ガ
ス
・
灯
油
配
達

・
上
下
水
道
工
事
・
オ
ー
ル

電
化
・
住
宅
設
備
・
リ
フ
ォ

ー
ム
ま
で
、
幅
広
く
対
応
。

　「
ま
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

る
存
在
で
あ
り
た
い
」
と
い

っ
た
渡
邉
社
長
の
考
え
の
も

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
持

つ
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
し
、
住

ま
い
に
関
す
る
困
り
ご
と
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
応
え
る
体

制
を
整
え
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
近
年
は
、
共
働
き
世

帯
の
増
加
を
背
景
に
、
家
事

の
負
担
軽
減
や
時
短
に
つ
な

が
る
設
備
の
提
案
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。「
家
事
の

時
間
が
少
し
で
も
減
る
こ
と

で
、
家
族
と
の
時
間
や
自
分

自
身
の
時
間
が
生
ま
れ

れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話

す
渡
邉
社
長
。

　
そ
し
て
、
子
育
て
世

代
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
っ
た
提
案
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
新
社
屋
は
、
業
務
効

率
の
向
上
と
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
明
る
く
快

適
な
空
間
は
、
社
員
の
働
き

や
す
さ
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
皆
さ
ん
や
新
規
の
お
客
さ

ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根

付
き
、
長
く
頼
っ
て
い
た

だ
け
る
存
在
で
あ
り
た

い
」。
そ
ん
な
渡
邉
社
長

の
思
い
を
胸
に
、
同
社
の

歩
み
は
こ
れ
か
ら
も
続
い

て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

45
―
０
５
３
７)

ま
で
。

　
境
港
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

(

上
道
町
、
山
﨑
慎
也
会
長)

は
５
月
23
日
、
境
港
市
民
体

育
館(

中
野
町)

で
「
Ｃ
Ｈ
Ｅ

Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｕ
Ｌ(

チ
ア
フ
ル)

鳥
取
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
実
業
団
・
チ
ア
フ
ル
鳥
取

の
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
交

流
、
指
導
を
通
し
て
、
プ
ロ

意
識
や
高
い
レ
ベ
ル
の
プ
レ

ー
を
身
近
に
感
じ
、
参
加
者

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
地
域
と
の
連
帯

意
識
の
醸
成
に
よ
り
、
青
少

年
の
人
づ
く
り
、
街
づ
く
り

意
識
の
向
上
に
役
立
て
る
こ

と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
教
室
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
５
月
23
日
㈯
　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時(

受

付
開
始
＝
午
前
９
時)

場
所
　
境
港
市
民
体
育
館

(

第
一)

大
体
育
室

講
師
　
チ
ア
フ
ル
鳥
取
の
選

手
・
指
導
者

対
象
者
　
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
及
び
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
に
所
属
す
る
境
港
市

内
の
小
・
中
学
生
。
な

お
、
参
加
者
の
保
護
者

や
関
係
者
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
に
興
味
の
あ
る
小

・
中
学
生
の
見
学
は
自

由(

見
学
の
申
し
込
み

は
不
要)

参
加
料
　
無
料

持
参
す
る
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、

動
き
や
す
い
服
装
、
屋
内
シ

ュ
ー
ズ
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

弁
当
、
飲
み
物

申
し
込
み
期
限
　
５
月
11
日

㈪　
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

(

☎
44
―
７
８
４
６)

ま
で
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
市
内

事
業
者
に
向
け
て
、
各
種
の

個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す(

秘
密
厳
守
、
相
談
料

無
料)

。
会
場
は
い
ず
れ
も

境
港
商
工
会
議
所
・
経
営
支

援
室(

上
道
町)

で
す
。

　
各
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
経
営
相
談

会
　
鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
と
協
力
し
て
、
毎
月
第
２

火
曜
日
に
経
営
相
談
会
を
開

催知
財
無
料
相
談
会
　
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｉ
Ｔ
鳥
取
県
知
財
総
合
支
援

窓
口
の
協
力
を
得
て
、
毎
月

第
２
水
曜
日
に
開
催

事
業
承
継
個
別
相
談
会
　
境

港
市
、
鳥
取
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
て
、
事
業
承
継
相
談
会

を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

へ
。

４
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

毎
月
１
回

開
　
　催

各
種
個
別
相
談
会

境港商議所

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

４月の相談会スケジュール

４月14日㈫ 午後1時～4時

４月８日㈬ 午後1時～4時

４月16日㈭ 午後1時～4時

カ
ス
タ
ム
オ
ー
ダ
ー
用
の
コ
ー
ナ
ー

チアフル鳥取の選手の皆さん

新社屋に移転
ー 渡辺商店 ー

会員の今 67境　港
商議所

チアフル鳥取が指導
境港ロータリークラブ

バドミントン教室５月23日

4



ニーズに応え、地域社会に貢献する。

総 合 建 設 業

株式会社

〒684－0043　鳥取県境港市竹内町 3 5 6 5－1 3
TEL（0859）3 0－4 3 3 0 　 FAX（0859）3 0－4 3 5 0

https://rinx.info

代表取締役　池　田　太　一 代表取締役 宮　本　隆　史

株式会社 大  新

本　　　社/〒684‒0034　鳥取県境港市昭和町13‒31
　　　　　 TEL（0859）44ｰ1335　FAX（0859）42ｰ4100
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「
く
る
み
ん
」に
認
定

境
港
市
内
で
初
の
取
得
三　　光

スポットライトスポットライト

次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法

　

三
光
㈱(

昭
和
町
、
三
輪
昌ま

さ

輝き

社
長)

は
、
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
「
く
る
み
ん
」
認
定
を
取
得
し
、

こ
と
し
２
月
10
日
に
同
社
内
で
鳥
取
労
働
局
か
ら
認
定
交
付

書
の
通
知
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
同
社
の
子
育
て
支

援
の
取
り
組
み
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

「
く
る
み
ん
」認
定
の
取
得
を
喜
ぶ
皆
さ
ん

　「
く
る
み
ん
」

と
は
、
子
育
て

支
援
に
積
極
的

に
取
り
組
む
企

業
と
し
て
、
国

が
認
定
す
る
も

の
で
す
。

　
同
社
の
認
定

は
、
子
ど
も
・

学
生
に
対
し
て

工
場
見
学
や
出

前
授
業
を
実
施

し
て
い
る
こ
と

や
子
ど
も
を
持

つ
同
社
社
員
を

対
象
と
し
た
短

時
間
勤
務
制
度

　

２
０
２
４
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水

木
し
げ
る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
の
執
筆
者
は
坂
本
茜あ

か
ね

さ
ん
で
す
。

　
い
よ
い
よ
２
０
２
６
年
度

が
始
ま
り
ま
す
ね
。
こ
の
春

に
進
学
や
就
職
な
ど
で
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
る

皆
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新

天
地
で
の
生
活
に
期
待
と
不

安
を
抱
え
て
い
る
人
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
環
境
で
新
年
度
を
迎
え
る

皆
さ
ん
も
、
新
し
い
目
標
を

立
て
た
り
、
気
持
ち
を
新
た

に
仕
事
や
日
々
の
暮
ら
し
に

向
き
合
っ
た
り
す
る
季
節
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
、
水
木

し
げ
る
の
言
葉
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
た
と
え
ば
「
睡
眠
は
幸
福

の
モ
ト
」
は
、
健
康
に
生
活

す
る
上
で
眠
り
を
大
切
に
し

て
い
た
水
木
の
考
え
方
を
象

徴
す
る
言
葉
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
人
が
ど
う
こ
う

し
た
か
ら
と
か
ス
タ
ー
ト
に

お
く
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
ク

ヨ
ク
ヨ
す
る
必
要
は
な
い
」

と
い
う
言
葉
も
あ

り
ま
す
。
ひ
た
す

ら
に
わ
が
道
を
突

き
進
み
、
漫
画
家

と
し
て
大
成
し
た

水
木
な
ら
で
は
の

言
葉
で
す
。

　
水
木
し
げ
る
記

念
館
の
常
設
展
示

で
は
、
水
木
が
残

し
た
言
葉
の
数
々

を
展
示
し
て
い
ま

す
。
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
る
あ
な

常設展示第6章では水木しげる先生の言葉を展示 Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館 パート19
常設展示第６章「水木しげるの言葉」

た
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る

言
葉
が
、
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

を
整
備
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
も
の
。
境
港

で
初
、
鳥
取
県
内
で
32
社
目

の
取
得
と
な
り
ま
す
。

　
同
社
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
に
向
け
て
▽
年
に
５
日

の
範
囲
で
時
間
単
位
の
年
次

有
給
休
暇
制
度
を
導
入
▽
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
推
奨
日

や
推
奨
月
を
設
定
▽
同
社
社

員
の
子
ど
も
を
会
社
に
招
く

「
子
ど
も
参
観
日
」
―
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
産
業
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
地
域
総
合
環
境
企
業

と
し
て
事
業
展
開
す
る
同
社

は
、
担
当
ご
と
に
業
務
が
固

定
的
で
、
全
体
を
把
握
し
ず

ら
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
た

め
、
部
署
ご
と
の
業
務
量
を

把
握
し
て
、
効
率
化
す
る
こ

と
で
全
体
の
負
担
を
減
ら
す

工
夫
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
が
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
体

制
も
整
備
し
、
フ
ォ
ロ
ー
し

た
こ
と
を
評
価
す
る
制
度
も

作
り
ま
し
た
。

　
三
輪
社
長
は
「
こ
の
た
び

は
、境
港
市
で
第
１
号
の『
く

る
み
ん
認
定
』
を
い
た
だ
き
、

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ

の
認
定
を
一
つ
の
通
過
点
と

し
て
と
ら
え
、
今
後
は
介
護

を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
遭
遇
し
て
も

安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
」
と
今
後
の
方
向
性
を
表

明
。

　
ま
た
「
職
場
で
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
や
相
談
し
や
す
い
雰

囲
気
づ
く
り
に
も
取
り
組
み

を
続
け
、
こ
れ
か
ら
キ
ャ
リ

ア
を
築
く
従
業
員
一
人
ひ
と

り
が
自
分
ら
し
さ
を
い
か
し

な
が
ら
成
長
で
き
る
職
場
を

目
指
し
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
５
３
６
７)

ま
で
。

　
え
び
す
棋
戦
実
行
委
員
会

(

三
輪
昌
輝
代
表)

は
、
４
月

４
日
と
５
日
の
２
日
間
、
美

保
関
文
化
交
流
館(

松
江
市

美
保
関
町)

な
ど
で
、
え
び

す
棋
戦
「
三
光
杯
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
同
事
業
の
目
的
は
、
日
本

の
伝
統
文
化
で
あ
る
将
棋
を

通
じ
て
、
世
代
を
超
え
た
交

流
の
促
進
、
及
び
地
域
文
化

の
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、

美
保
関
地
域
の
魅
力
発
信
と

観
光
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

で
す
。

　
同
大
会
で
は
、
初
心
者
か

ら
上
級
者
ま
で
幅
広
い
層
が

参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
、

競
技
大
会
に
加
え
て
指
導
対

局
や
交
流
事
業
を
実
施
し
、

将
棋
文
化
の
普
及
と
次
世
代

育
成
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
同
大
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

開
催
日
　
４
月
４
日
㈯
・
５

日
㈰

全
国
す
べ
て
の
事
業
所・企
業
が
対
象

２
０
２
６
年
６
月
１
日
に
実
施

経
済
セ
ン
サ
ス

―

活
動
調
査

場
所
　
美
保
関
文
化
交
流
館
、

美
保
館(

松
江
市
美
保
関
町

美
保
関)

事
業
内
容

将
棋
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

▽
日
時
＝
４
月
４
日
㈯
　
午

後
1
時
30
分
～
５
時
▽
会
場

＝
美
保
関
文
化
交
流
館
▽
参

加
人
数
＝
最
大
１
０
０
人 

▽
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

　
た
だ
い
ま
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
え
び
す
棋
戦

実
行
委
員
会
の
石
原
雅
人
さ

ん(

☎
０
９
０
―
７
５
９
３
―

６
３
６
６
、メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス m
.ishihara@

up2date.
co.jp)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

４月４日・５日開催

えびす棋戦「三光杯」
将棋トーナメント大会などを実施

　
総
務
省
・
経
済
産
業
省
は
、

２
０
２
６(

令
和
８)

年
６
月

１
日
現
在
で
、
全
国
す
べ
て

の
事
業
所
・
企
業
や
団
体
を

対
象
と
し
た
「
経
済
セ
ン
サ

ス
―
活
動
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
同
調
査
は
、
す
べ
て
の
産

業
に
お
け
る
事
業
所
、
企
業

や
団
体
の
経
済
活
動
を
全
国

及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査

で
す
。

　
そ
の
調
査
結
果
は
、
行
政

施
策
の
立
案
や
民
間
企
業
に

お
け
る
経
営
計
画
の
策
定
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
資
料
な

ど
、
社
会
経
済
の
発
展
を
支

え
る
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
支
所
を
持
た
な
い
比
較
的

小
規
模
な
事
業
所
や
個
人
経

営
の
事
業
所
な
ど
へ
は
、
４

月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

用
の
調
査
書
類
が
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未
回
答

の
事
業
所
や
新
た
に
把
握
さ

れ
た
事
業
所
に
は
、
５
月
に

都
道
府
県
知
事
が
任
命
す
る

調
査
員
が
訪
問
し
て
紙
の
調

査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
、

ま
た
は
調
査
員
へ
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
支
所
を
持
つ
企
業
な
ど
へ

は
５
月
頃
、
本
社
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
の
調
査
書

類
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

本
社
で
一
括
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ま
た
は
郵
送
で
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
同
調
査
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

２
次
元

コ
ー
ド
参
照)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
鳥

取
県
統
計
課

(

☎
０
８
５

７
―
26
―
７

１
０
９)

へ
。
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信頼と実績で安心のトータルサポート

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

４月２日㈭ 午前　　　精神科医

〃 　　　午後 産業医

４月７日㈫ 午前・午後 産業医

４月14日㈫ 　　　午後 産業医

４月16日㈭ 午前・午後 産業医

４月22日㈬ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健
康や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

４月の相談日

　

中
国
財
務
局
鳥
取
財
務
事
務
所(

鳥
取
市
富
安
、
平
井
芳よ

し

一か
ず

所
長)

は
、
鳥
取
県
内
企
業
の
幹
部
人
材
確
保
に
向
け
て
新

し
い
選
択
肢
「
大
企
業
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
同
提
案
に
つ
い
て
、
平
井
所
長
に
伺
い
ま
し
た
。

―
今
回
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

　「
２
０
２
５(

令
和
７)

年

４
月
、
鳥
取
県
内
の
商
工
団

体
や
金
融
機
関
と
連
携
し
、

『
地
域
企
業
幹
部
人
材
採
用

促
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
レ
ビ
キ
ャ

リ(

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｅ

ｒ)

を
活
用
し
て
、
幹
部
人

材
の
採
用
に
苦
し
む
地
域
企

業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組

み
で
す
」

―
レ
ビ
キ
ャ
リ
と
は
、
ど
の

よ
う
な
制
度
で
す
か
。

　「
国
の
事
業
と
し
て
、
政

府
系
機
関
の
㈱
地
域
経
済
活

性
化
支
援
機
構
が
運
営
す
る

『
大
企
業
人
材
と
地
域
中
小

企
業
を
つ
な
ぐ
経
営
人
材
マ

ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
』
で
す
。
都
市
部
の
大
企

業
で
培
わ
れ
た
経
営
・
専
門

ス
キ
ル
を
地
域
企
業
の
成
長

に
活
か
す
た
め
に
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
の
求
人
の

掲
載
や
人
材
へ
の
ス
カ
ウ
ト

連
絡
な
ど
は
、
地
元
の
金
融

機
関
が
仲
介
す
る
た
め
、
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
」

―
地
域
企
業
が
利
用
す
る
上

で
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
し
ょ

う
か
。

　「
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

地
方
創
生
を
志
す
日
本
全
国

の
大
企
業
出
身
者
の
中
か
ら

自
社
に
最
適
な
人
材
を
探
せ

る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
採

用
し
た
企
業
に
は
『
地
域
企

業
経
営
人
材
確
保
支
援
事
業

給
付
金
』
が
支
給
さ
れ
、
こ

の
給
付
金
を
原
資
と
し
て
、

採
用
者
へ
提
示
す
る
待
遇
の

改
善
や
、
人
事
制
度
・
福
利

厚
生
の
充
実
、
採
用
時
に
発

生
す
る
各
種
費
用
の
補
填
な

ど
に
活
用
で
き
ま
す
」

幹部人材確保に新しい選択肢インタビュー

鳥取財務事務所平井芳一所長に聞く
大企業人材とのマッチング

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
買
え
る
の
か

を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
沿
い
に
あ
る
三
平
茶
屋(

大
正
町
、
浜
田
覚さ

と
る

代
表)

の
商
品
で
す
。

　
同
店
は
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
・
河
童
の
泉(

大

正
町)

前
に
あ
り
、
鬼
太

郎
グ
ッ
ズ
や
鬼
太
郎
関
連

の
お
菓
子
、
山
陰
銘
菓
な

ど
を
販
売
。
ま
た
、
大
漁

市
場
な
か
う
ら(

竹
内
団

地)

と
提
携
し
て
松
葉
ガ
ニ

や
水
産
加
工
品
な
ど
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
同
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

は「
日
本
海
の
し
お
ソ
フ
ト
」

で
す
。
２
０
０
９
年
の
販
売

開
始
以
来
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
浜
田
代
表
が
三
重
県
に
旅

行
し
た
時
に
食
べ
て
、
と
て

も
美
味
し
い
と
感
じ
「
ぜ
ひ
、

店
で
販
売
し
た
い
」
と
開
発

を
ス
タ
ー
ト
。
日
本
海
か
ら

採
取
し
た
塩
を
ブ
レ
ン
ド
し

て
、
色
も
日
本
海
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
う
す
い
ブ
ル
ー
に
。

　「
し
お
の
加
減
に
苦
労
し

ま
し
た
が
、
あ
っ
さ
り
し
た

味
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
浜
田
代
表
。

　
同
店
は
ミ
ル
ク
ソ
フ
ト
も

販
売
し
、
両
方
を
合
わ
せ
た

ミ
ッ
ク
ス
も
あ

り
ま
す
。
し
お

ソ
フ
ト
の
青
と

ミ
ル
ク
ソ
フ
ト

の
白
が
「
海
と

白
波
」
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
好
評

で
す
。
さ
ら
に
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
メ
ー
カ
ー
・
日
生
の
プ
レ

ミ
ア
ム
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
も

全
８
種
類
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
全
種
類
を
食
べ
ら
れ
る

の
は
県
内
で
同
店
だ
け
と
の

こ
と
。

　
浜
田
代
表
は
「
当
店
は
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
マ
シ
ン
３

境港発商品

発見

日
本
海
の
し
お
ソ
フ
ト

三
平
茶
屋

日
本
海
の
し
お
ソ
フ
ト
と
ミ
ル
ク

ソ
フ
ト
の
ミ
ッ
ク
ス
が
完
成

悩
ん
で
い
る
時
は
相
談
を

若
年
層
の
性
暴
力
被
害
予
防
月
間

境港警察署

４月台
が
１
年
中
稼
働
し
て
い

ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
美

味
し
い
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
提
供
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎

44
―
６
４
３
５)

ま
で
。

―
す
で
に
成
果
が
出
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。

　「
昨
年
の
立
ち
上
げ
以
降
、

鳥
取
銀
行
の
仲
介
で
４
件
の

成
約
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」

―
境
港
の
事
業
者
に
は
、
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
ほ
し
い

で
す
か
。

　「
境
港
に
は
、
伸
び
る
力

を
持
つ
企
業
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
可
能
性
を
さ

ら
に
引
き
出
し
て
く
れ
る
の

が
、
外
部
の
専
門
人
材
で
す
。

ま
ず
は
『
こ
ん
な
人
が
い
た

ら
…
』
と
い
う
段
階
で
金
融

機
関
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ

　
４
月
は
若
年
層
の
性
暴
力

被
害
予
防
月
間
で
す
。

　
近
年
、
若
い
女
性
が
モ
デ

ル
や
芸
能
人
の
勧
誘
を
装
っ

た
ス
カ
ウ
ト
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
募
集
で

Ａ
Ｖ(

ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ)

へ
の
出
演
を
強
要
さ
れ
た
り
、

「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
呼
ば

れ
る
営
業
で
性
的
な
被
害
に

遭
う
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
特
に
春
は
進
学
、
就
職
な

ど
で
生
活
環
境
が
大
き
く
変

わ
る
時
期
の
た
め
、
若
い
女

性
が
こ
れ
ら
の
問
題
に
直
面

す
る
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
問
題
に
対
し
、
警
察
は
あ

ら
ゆ
る
法
令
を
適
用
し
て
厳

正
な
取
り
締
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
で
悩
ん
で

い
る
時
、
ま
た
は
悩
ん
で
い

る
人
を
知
っ
て
い
る
場
合
は
、

警
察
総
合
相
談
電
話(

♯
９

１
１
０)

に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

ま
で
。

ば
、
最
適
な
人
材
像
を
一
緒

に
考
え
ま
す
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
鳥
取
銀

行
法
人
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

部
人
材
紹
介
担
当(

☎
０
８

５
７
―
37
―
０
２
７
４)

、

ご
う
ぎ
ん
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
人
材
紹
介
部(

☎
０
８
５

２
―
55
―
４
４
０
４)

、
島

根
銀
行
企
業
支
援
室(

☎
０

８
５
２
―
24
―
１
２
７
８)

インタビューに応える平井芳一所長

　
境
港
市
民
図
書
館(

上
道

町)
は
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
玉た

ま

栄え

丸ま
る

の
爆
発
事
故
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
な
い
」
を
４

月
19
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

講
師
　
根
平
雄
一
郎
氏(

伯

耆
文
化
研
究
会
会
長)

日
時
　
４
月
19
日
㈰
　
午
後

２
時
～
３
時
30
分

会
場
　
境
港
市
民
図
書
館
・

ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー

参
加
費
　
無
料(

申
し
込
み

不
要)

　
詳
し
く
は
、
同
図
書
館

(

☎
47
―
１
０
９
９)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

根平氏講師に
４月19日開催

トークイベント

6



株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください

タクシーの御用命は

代表取締役社長 杉　本　真　吾
営業所  境港市上道町1903-4　 本社事務所  境港市元町123

上道営業所（0859）

港タクシーをどうぞ安心と信頼の

境港市の移動を担い続けて60年
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•
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境　港

№121

青色申告会

青色申告会の元気企業

地域を支える大切な存在に

　
暖
か
く
な
る
と
、
髪
を

切
っ
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
く
な

り
ま
す
。
あ
な
た
は
髪
を
切

る
と
き
は
理
容
室
、
美
容
室

の
ど
ち
ら
で
す
か
。
今
回
は

こ
と
く
理
容
室
の
小
徳
澄
男

さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
小
徳
さ
ん
は
も
と
も
と
、

海
外
展
開
も
あ
る
大
手
建
設

会
社
に
お
勤
め
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
「
海
外
へ
の
転
勤
は

嫌
だ
！
」
と
い
う
奥
様
の
一

声
で
、
31
歳
に
し
て
人
生
の

大
転
換
、
脱
サ
ラ
を
決
意
し

ま
す
。

　「
家
の
中
で
で
き

る
仕
事
が
い
い
」
と

い
う
親
御
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
て
、

な
ん
と
散
髪
屋
さ
ん

へ
の
道
へ
。
理
容
学

校
で
ゼ
ロ
か
ら
学
び
、

修
業
を
積
ん
で
１
９

８
６(

昭
和
61)

年
１

月
に
つ
い
に
独
立
開

業
。
建
設
現
場
か
ら

ハ
サ
ミ
を
握
る
職
人

と
な
り
ま
し
た
。

　
息
子
の
潤
一
さ
ん
が
２
０

０
４(

平
成
16)

年
か
ら
店
に

加
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
現

在
の
店
舗
に
新
築
移
転
し
た

の
が
２
０
０
５(

平
成
17)

年

１
月
。
入
り
口
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
計
で
車
椅
子
で
も
ス

イ
ス
イ
入
店
で
き
、
店
内
の

一
角
は
し
っ
か
り
と
仕
切
ら

れ
て
い
る
の
で
女
性
の
お
客

さ
ん
も
安
心
し
て
利
用
で
き

ま
す
。

　
散
髪
屋
さ
ん
は
男
性
の
利

用
ば
か
り
か
と
思
い
き
や
、

同
店
は
女
性
の
お
客
さ
ん
も

意
外
と
多
い
そ
う
で
す
。
理

由
の
ひ
と
つ
が
「
顔
そ
り
」。

「
自
分
で
カ
ミ
ソ
リ
を
使
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
目
が
悪
く

な
っ
て
き
て
安
全
の
た
め
に

理
容
室
で
お
願
い
す
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
い
う
女
性
が

結
構
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
。

　
同
店
で
特
徴
的
な
の
は

「
椅
子
」
で
す
。
昇
降
機
能
、

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
付
き

で
重
厚
感
が
あ
り
、
座
り
心

地
は
抜
群
。
結
構
な
値
段
が

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ャ
ン
プ
ー
は
理

容
室
で
は
「
前
屈か

が

み
」
が
一

般
的
で
し
た
が
、
同
店
で
は

椅
子
を
反
転
さ
せ
て
仰
向
け

で
シ
ャ
ン
プ
ー
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
の
年
齢
層
は
、

生
ま
れ
て
数
カ
月
の
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
、
１
０
０
歳
く
ら
い

の
お
年
寄
り
ま
で
の
全
世
代
。

境港青色申告会  青色ひろば

パワハラ防止法と六つの類型

　近年、職場でのハラスメント問題は深刻化しており、法
律による規制が強化されています。通称「パワハラ防止法
(労働施策総合推進法)」の施行により、現在は大企業・中
小企業を問わず、相談窓口の設置など、「パワハラ防止措置」
を講じることが企業の法的義務になりました。
　具体的には何がパワハラに当たるのでしょうか。厚生労
働省は「優越的な関係を背景に」「業務上必要かつ相当な
範囲を超え」「就業環境を害するもの」と定義し、▷身体
的な攻撃(暴力・傷害)▷精神的な攻撃(暴言・執拗な叱責)
▷人間関係からの切り離し(無視・隔離)▷過大な要求(遂
行不可能な業務の強制)▷過小な要求(仕事を与えない)▷
個の侵害(プライバシーへの過度な介入)－といった六つ
の類型を示しています。
　裁判などの紛争で最大の争点となるのは、主に「業務上
の適正な指導か、違法なパワハラか」の境界線です。指導
の目的や場所、言葉の激しさなどが、社会通念上の許容範
囲を超えているかどうかが厳しく問われます。
　また、被害が発生した際、会社が事実を知りながら適切
な調査や対応を怠った場合には「安全配慮義務違反」とみ
なされます。この場合、加害者個人の責任だけでなく、会
社そのものの損害賠償責任が追及されることになります。
法整備が進んだ今、組織にはより高度な対応が求められて
います。
　最後に、ハラスメント対策は単なる「訴訟リスクの回避」
ではありません。社員が萎縮せず、安心して能力を発揮で
きる環境を作ることは、生産性の向上や人材定着につなが
る「未来への投資」となります。

WaSay法律事務所 代表・弁護士 魚谷和世

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

青
申
会
だ
よ
り

さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
へ
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
い
る
の
で
、
外
出
が

難
し
い
皆
さ
ん
に
も
手
が
届

く
、
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

　
現
在
は
、
奥
様
も
バ
リ
バ

リ
現
役
で
店
を
支
え
て
い
ま

す
。
脱
サ
ラ
か
ら
始
ま
っ
た

小
徳
さ
ん
の
理
容
師
人
生
、

今
で
は
家
族
３
人
で
地
域
を

支
え
る
大
切
な
存
在
の
店
に

育
ち
ま
し
た
。

　
実
は
奥
様
、
青
色
申
告
会

の
会
計
ソ
フ
ト
「
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
」
を
長
年
使
い
こ

　
今
回
は
税
金
か
ら
少
し
離

れ
て
、
将
来
の
準
備(

小
規

模
企
業
共
済)

に
つ
い
て
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
国
が
作
っ
た
退
職
金

制
度
で
、
個
人
事
業
主
や
小

規
模
企
業
の
役
員
が
廃
業
・

退
職
の
際
に
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
掛
金
は
月
額
１
０
０
０
円

か
ら
７
万
円
と
幅
広
く
、
全

額
所
得
控
除
と
な
る
た
め
、

高
い
節
税
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
ま
た
、
受
け
取
り
時

に
は
退
職
所
得
扱
い
と
な
り
、

税
制
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

　
小
規
模
企
業
共
済
の
加
入

対
象
は
、
常
時
使
用
す
る
従

業
員
20
人
以
下(

商
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下)

の
個

人
事
業
主
や
会
社
役
員
で
す
。

　
加
入
申
し
込
み
は
、
商
工

会
議
所
や
金
融
機
関
窓
口
な

ど
で
で
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
申
し
込
み
も
可
能
。

　
特
長
は
、
長
期
的
な
積
み

立
て
に
向
い
て
お
り
、
事
業

廃
業
や
役
員
退
職
の
備
え
と

し
て
有
効
な
制
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所(

☎
44
―
１
１
１
１)

ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
M

　
こ
と
し
は
正
月
か
ら
雪
が

降
り
、
２
月
に
も
「
記
録
的

大
雪
」
に
見
舞
わ
れ
、
雪
か

き
に
大
忙
し
の
日
々
が
続
く

中
、
所
得
税
と
消
費
税
の
確

定
申
告
・
納
付
が
あ
り
ま
し

た
。
慌
た
だ
し
く
、
緊
張
の

続
く
毎
日
を
過
ご
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
社
会
保
険
料
率
が

こ
と
し
も
３
月
か
ら
変
更
さ

れ
ま
す
。
鳥
取
県
で
は
健
康

保
険
料
率
が
４
・
９
６
５
㌫

【事業所のあらまし】
事業所名	 ことく理容室
代 表 者	 小徳 澄男（ことく・すみお）
所 在 地	 境港市上道町475-5
事業内容	 理容室
定 休 日	 月曜日、盆、正月
営業時間	 8：00～18：00
T E L	 0859-44-6955

ー ことく理容室 ー

な
す
デ
ジ
タ
ル
派
。
確
定
申

告
も
ど
ん
ど
ん
電
子
化
が
進

む
時
代
で
す
が
、「
や
り
方

が
わ
か
ら
な
い
」
と
従
来
の

書
面
提
出
を
続
け
て
い
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
中
、
奥
様
か
ら
は

「
よ
し
、
電
子
申
告
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
」
と
い

う
前
向
き
な
一
言
も
あ
り
ま

し
た
。

　
境
港
青
色
申
告
会
は
、
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
H

北

ことく理容室

←市役所←市役所

●
米子信用金庫
境港支店

●
米子信用金庫
境港支店

ハラスメント対策

に
、
介
護
保
険
料
率
は
０
・

８
㌫
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
」
の
納
付
が
開

始
さ
れ
、
本
人
負
担
分
と
し

て 

０
・
１
１
５
㌫
が
加
わ
り

ま
す
。

　
雇
用
保
険
料
率
も
４
月
１

日
か
ら
０
・
０
０
５
㌫(

本

人
負
担
分)

に
変
わ
り
ま
す

の
で
、
給
料
計
算
時
に
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
年
度
が
始
ま
っ
た
こ
の

時
期
、
境
港
青
色
申
告
会
の

活
動
や
目
標
、
ご
意
見
な
ど

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
I

小規模企業共済

税務・会計
一口メモ

家
族
３
人
で
店
舗
を
切
り
盛
り



貸出場所：1階総合案内所［国内線］
利用時間：8：45～17：00（最終受付16：00）
利用料金：1台  1,000円（通常1,500円）
設置台数：電動アシスト自転車  ４台（シティサイクル）
注意事項：事前予約はできません｡受付時に身分証
　　　　 （免許証・学生証)をご提示ください。

米 子 鬼 太 郎 空 港

レンタサイクルサービス好評受付中 !
ちょっとした散策や観光に 手軽で便利なレンタサイクルで、もっと自由で楽しい時間をお過ごしください！

サービス詳細に関する問い合わせは、米子鬼太郎空港総合案内所へ｡ （TEL：0859-45-6123）　

電動アシスト自転車で
楽々♪｠

お得な特別価格でご案内中 !

（通常価格より500円OFF）

�,���円/台

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
旅
館 

美
保
館(

松
江
市
美

保
関
町
美
保
関)

が
国
登
録

有
形
文
化
財
・
美
保
館
本
館

の
一
角
に
設
置
し
た
料
亭
風

の
広
間
の
名
前
は
何
で
し
ょ

う
」
と
い
う
も
の
で
、
正
解

は
①
の
「
入
船
」
で
し
た
。

賞
品
　
美
保
館
新
館
７
階
展

望
大
浴
場
無
料
券

　
今
月
号
で
は
、
境
港
の
水

産
観
光
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た(

１
ペ
ー
ジ)

。
漁
港
・

市
場
周
辺
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
見
ど
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
各
種

の
水
産
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
▽

境
港
水
産
ま
つ
り
▽
ま
ぐ
ろ

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
渡
辺

一
佐
子(

上
道
町)

▽
南
田
泰

治(

芝
町)

▽
阿
部
純
子(

高

松
町)

ス
ポ
ン
サ
ー
　
旅
館 

美
保

館(

松
江
市
美
保
関
町
美
保

関)

 

段
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

 

ひ
ら
め
き
ダ
ン
ラ
ボ

　
大
人
気
の
段
ボ
ー
ル
工
作

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
段
ク
リ
エ

イ
タ
ー
」
が
贈
る
、
遊
び
な

が
ら
〝
ひ
ら
め
き
〟
と
〝
し

く
み
〟
を
学
べ
る
ワ
ク
ワ
ク

空
間
で
す
。

日
時
　
３
月
20
日
㈮
～
５
月

６
日
㈬
　
午
前
10
時
～
午
後

５
時(

最
終
入
場
午
後
４
時

ペ
ン
を
置
い
て

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

30
分)

料
金
　
▽
一
般
＝
９
０
０
円

▽
子
ど
も(

３
歳
以
上
～
高

校
生)

＝
５
０
０
円
▽
２
歳

以
下
無
料

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー(

☎
47
―
３
８
０
０)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

感
謝
祭
▽
カ
ニ
感
謝
祭
▽
み

な
と
オ
ア
シ
ス
大
漁
祭
―
な

ど
が
県
内
外
か
ら
来
る
大
勢

の
観
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
水
産
物
直
売

施
設
も
あ
り
ま
す
。
▽
境
港

水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー(

昭

和
町)

▽
大
漁
市
場
な
か
う

ら(

竹
内
団
地)

▽
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
三
光
丸
境
港(

相

生
町)

―
の
３
施
設
で
す
。

い
ず
れ
も
新
鮮
な
魚
介
類
、

水
産
加
工
品
な
ど
が
所
狭
し

と
並
ん
で
い
ま
す
。
し
か
も
、

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
来

店
客
を
飽
き
さ
せ
ま
せ
ん
。

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
な
ど
の

観
光
地
と
こ
れ
ら
の
水
産
観

光
の
要
素
を
結
び
付
け
る
と
、

今
後
の
境
港
観
光
に
一
層
の

発
展
が
期
待
で
き
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　三平茶屋(大正町)

４月8日㈬(当日消印有効)

三平茶屋(大正町)のオリジナルソフト「し
おソフト」の色は何色でしょう。(ヒントは６
ページ)

① 白
② 黄色
③ 青

賞品 「ソフト引換券(しおソフト、ミルクソフト、
　　  ミックスのいずれか一つ)」 ５名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…現在、子どもから大人までシール交
換がブームになっています。SNSでシール好きの皆さ
んが交流している様子を見て「境港にも安心して集まれ
る、そんなシール交換の場所があったら素敵だな」とい
う思いからCherry＆Berryをオープンしました。
○どんなお店？…当店は「シール交換ができる雑貨屋」と
いう珍しいスタイルのお店です。シール交換は、混雑を
避けるため、予約優先制で落ち着いた空間づくりを心が
けています。ゆっくりと安心して楽しんでいただくため
に、チャージ料(座席料)300円とワンドリンク制(350円
〜 )をお願いしています。ご利用時間は40分間です。現
在シール販売は、シール交換の参加者のみを対象とし、
数量制限を設けてご案内しています。
○お客様は？…小学生から大人まで、幅広い世代のシール
好きの皆さんにご利用いただいています。親子で参加さ
れる皆さんや、大人のご来店も多く、初めて交換を体験
される皆さんもいらっしゃいます。安心して楽しんでい
ただくため、小学生は大人同伴(大人１人につき子ども
２人まで)でお願いしています。
○今後の事業展開（展望）？…今後は、シール交換だけで
なく、ワークショップの開催や屋台を招いたイベントな
ども企画していきたいと考えています。店舗横のウッド
デッキを整備し、地域の皆さんが気軽に立ち寄れる空間
づくりを進めるほか、委託販売も取り入れ、地域の作家
さんや事業者の人との繋

つな

がりも広げていきたいです。
○一言PR…世代を超えて楽しめる、そんな地域の新しい
交流の場になれたらと考えています。シール以外のファ
ンシー雑貨もあります。皆さんのご来店をお待ちしてい
ます。

北

台
場
公
園 Cherry&Berry 境

水
道
大
橋

シール交換スペース

インスタグラムの2次元コード

（チェリーアンドベリー）【事業所のあらまし】

代 表 者 	合原智恵(ごうはら・ちえ)

所 在 地	 境港市岬町45-45

営業時間	 10：30～17：30

休 業 日	 インスタグラムでご確認ください

事業内容	 シール交換ができる雑貨屋


	_出力_666号01面
	_出力_666号02面
	_出力_666号03面
	_出力_666号04面
	_出力_666号05面
	_出力_666号06面
	_出力_666号07面
	_出力_666号08面

